
  「
チ
ー
ム
医
療
」実
現
を
め
ざ
し
、現
在
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
専

門
職
の
業
務
の
あ
り
方
や
職
能
・
職
責
を
見
直
そ
う
と
い
う

動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。看
護
職
に
お
い
て
は
一
足
早
く
平

成
14
年
、静
脈
注
射
の
実
施
が
法
的
に
担
保
さ
れ
、こ
れ
に
よ

り
静
脈
路
の
確
保
や
薬
剤
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
看
護
師
が
行
う

病
院
が
増
加
し
、静
脈
注
射
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
院
内
研

修
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
九
州
大
学
病
院
看
護
部
で
は
、平
成
21
年
の
院
内
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
改
訂
を
受
け
、「
静
脈
注
射
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作
成
。

時
を
同
じ
く
し
て
平
成
21
年
度
文
部
科
学
省 「
看
護
職
キ
ャ

リ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
プ
ラ
ン
※
」に
採
択
さ
れ
た「
看
護
実
践
力

ブ
ロ
ッ
サ
ム
開
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
で
、「
安
全
に
実
施
す

る
静
脈
注
射
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
静
脈
注
射
認
定
看
護
師

（
I
V
ナ
ー
ス
）育
成
」が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
背
景

の
中
、質
の
高
い
I
V
ナ
ー
ス
を
育
成
す
る
た
め
に
、全
国
に

先
駆
け
て
本
格
的
な
静
脈
注
射
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン「
バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

  「『
バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.
』と
従
来
の『
静
脈
注
射
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

腕
モ
デ
ル
』と
を
併
用
す
る
こ
と
で
、受
講
者
は
視
点
を
変
え

な
が
ら
何
度
も
静
脈
注
射
の
練
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.
で
は
主
に
物
品
準
備
を
含
め
た
静
脈
注
射
手

順
の
振
り
返
り
を
行
い
な
が
ら
手
技
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま

す
。そ
れ
に
よ
り
、演
習
時
間
内
で
受
講
者
は
静
脈
注
射
技
術

の
流
れ
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。」静
脈
注
射
演

習
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
看
護

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
吉
川
由
香
里
さ
ん
は
、バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.

を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
指
導
の
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
先
進
的
な
教
育
手
法
を
導
入
し
た
、九
州
大
学
病
院
の

静
脈
注
射
認
定
看
護
師（
I
V
ナ
ー
ス
）育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

IVナース育成に導入されたバーチャルリアリティトレーニング

シミュレーション

看護教育速報
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九州大学
病院

レールダル主催

「2010年 看護シミュレーション施設と
　　　　　　NLN教育サミット視察プログラム」
　レールダル メディカル ジャパン㈱では、 年 月末

から 日間、米国内のシミュレーション看護教育施設と

教育サミットを視察するツアーを催行した。ツアー

には日本国内で看護教育に携わる 名が参加した。

　一行が最初に訪れたのは、カリフォルニア州の

大学 である。

大学院に麻酔専門看護師の認定課程を持つ同校では、

充実したシミュレーション設備に高性能シミュレータ

（ × 体、 × 体）を設置し、看護学部の一

年次より積極的にシミュレーションを導入している。訪問

時にはちょうど看護学部生のシミュレーションセッショ

ンが行われていた。実際の病室そっくりに作られたシミュ

レーションルームの中で、ベッドに横たわって苦痛を訴え

ている に対してきびきびと動きながら看護介入を

行っている学生の様子を見学することができた。

　次に訪れた施設、ネバダ州の

（ ）は、約 ㎡（正方形にすると

四方）の広大な施設で、州内複数の医学部と看護教育施設

により共有されている。内部はまさに圧巻で、広さもさる

ことながら整備された最新のシミュレータとオーディオ

設備、その行き届いた管理運営システムには学ぶところが

多かった。質の高い継続的な管理運営を実現するために

に配された複数の専属スタッフと、それを可能に

している国や州からの巨額の補助金の存在など、今後日本

のシミュレーション看護教育を発展させるために必須の

条件も確認できた。

　ツアー日程の ～ 日目はラスベガスのシーザースパレ

スホテルで開催された 教育サミットに参加、

シミュレーション看護教育に関する幾つもの演題を聴講

した。米国におけるシミュレーション看護教育は既に確固

たる教育手法として根付いており、カリキュラムへの統合

が進んでいる。教育方法とその効果面での研究活動も盛ん

であり、シミュレーション看護教育を取り巻く米国の状況

は、やはり国際的にも抜きん出ているということを実感さ

せられる。議論の中心は主にファカルティ・ディベロップ

メント、標準的な評価方法、シナリオ開発に関するもので

あった。

　また会期中には日本からのツアーメンバーと 取締

役会上層部の面々との懇親会が開催された。やや緊張気味

の日本側に対して メンバーは始終フレンドリー。「日

本の現状は 年前の米国とそっくり同じ、私たちもシミュ

レーション教育を取り入れるために努力と試行錯誤を続

け、今の教育環境を整えてきた」という メンバーに励

まされつつ、和やかで楽しいひと時を過ごした。サミット最

終日には 主催

への出席の機会が与えられ、世界 カ国からの参加者らが

「看護教育に関する現状と課題」をテーマに、国や文化の違

いを超えた活発な意見交換を行った。

発行：レールダル メディカル ジャパン株式会社
〒  東京都千代田区一番町 一番町 ビル

　
カスタマーサービス  　 

■ （ ）･･･看護教育に携わる教員や指導者たちで構成される米国の看護組織。看護教育カリキュラムや
 看護教育機関認定の責務を負っている。
 
■ ･･････
■ ･･････

※平成22年度より「看護師の人材養成システムの確立」に名称変更。

大学 にて

ラスベガスにて、
取締役会上層部の

メンバーと



　
　

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る

　
　

の
は
、レ
ー
ル
ダ
ル
社
の「
バ
ー
チ
ャ

ル 

I.V.
」。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
現
れ
る

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た

バ
ー
チ
ャ
ル
患
者
症
例
に
静
脈
注
射
を
実

施
し
ま
す
。Ｉ
Ｖ
ナ
ー
ス
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
の
「
技
術
演
習
」
に
お
い
て
使
用

さ
れ
（
表
１
参
照
）、
受
講
生
は
グ
ル
ー

プ
で
行
う
腕
モ
デ
ル
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
個
人
で
行
う
バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
半
日
か
け
て
集
中
的
に
学

習
し
ま
す
（
写
真
‥
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
風
景

比
較
参
照
）。

　

九
州
大
学
病
院
看
護
部
の
今
年
度
の

Ｉ
Ｖ
ナ
ー
ス
目
標
認
定
率
は
対
象
看
護
師

の
お
よ
そ
60
％
で
す
が
、
実
際
の
認
定
率

は
ま
だ
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
こ
れ
は
難
易
度
の
高
い
コ
ー
ス
な
の

で
す
。
受
講
者
は
講
義
と
実
技
演
習
の
合

間
に
e‒

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
自
己
学
習
を

行
い
な
が
ら
、
80
％
以
上
の
正
解
率
で
筆

記
試
験
を
合
格
後
、
実
技
試
験
に
臨
み
ま

す
。
実
技
試
験
で
の
評
価
項
目
は
53
項
目

設
定
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
12
項
目
を
含
ん
だ
全
体
の

80
％
以
上
の
項
目
で
「
○ 

：
で
き
る
」
と

い
う
評
価
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
表
２
参
照
）。
そ
の
た
め
、
実
技
演
習
に

臨
む
受
講
者
の
表
情
は
い
ず
れ
も
真
剣

で
、
一
つ
一
つ
の
手
技
を
正
確
か
つ
丁
寧

に
学
ん
で
い
き
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.

を
用
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
そ
の
最

大
の
特
長
で
あ
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
と
同
期
し
た
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス

デ
ィ
バ
イ
ス
（
穿
刺
用
モ
デ
ル
）
に
よ
り
、

穿
刺
角
度
や
皮
膚
の
固
定
・
伸
展
の
微
妙

な
感
覚
が
再
現
さ
れ
ま
す
。
受
講
者
は
そ

の
リ
ア
ル
さ
に
驚
き
つ
つ
、
視
覚
と
触
覚

を
駆
使
す
る
、
ま
る
で
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

手
ご
た
え
に
ど
ん
ど
ん
惹
き
こ
ま
れ
て
行

き
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
た
受
講

者
か
ら
は
、「
静
脈
を
探
る
と
き
の
感
覚

が
リ
ア
ル
だ
っ
た
」「
少
し
難
し
か
っ
た

が
、
バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.
で
の
穿
刺
練
習
は

と
て
も
面
白
い
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
ス
キ
ル
と
知
識
を
向
上
さ

せ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
看
護
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

　
　

タ
ー
の
吉
川
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
患
者
へ
の
侵
襲
を
伴

わ
ず
に
何
度
で
も
繰
り
返
し
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
き
る
た
め
、
静
脈
注
射
の
手
技
向
上

の
た
め
に
は
適
し
た
方
法
で
す
。
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
上
で
は
受
講
者
が
ミ
ス
を
し

て
も
患
者
を
傷
つ
け
る
心
配
は
な
く
、
む

し
ろ
『
間
違
え
る
こ
と
』
が
更
な
る
学
び

に
つ
な
が
る
の
で
す
。
最
近
は
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
材
も
ど
ん
ど
ん
便
利
に

な
っ
て
い
て
、
か
つ
受
講
者
の
興
味
を
惹

く
よ
う
な
面
白
い
も
の
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
特
に
バ
ー
チ
ャ
ル 

I.V.
は
ゲ
ー
ム
慣

れ
し
た
若
い
世
代
に
受
け
が
良
い
た
め
、

今
後
卒
前
・
卒
後
を
問
わ
ず
広
く
看
護
教

育
に
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。」

　

九
州
大
学
病
院
看
護
部
で
は
、
現
在
２

年
目
以
上
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に

Ｉ
Ｖ
ナ
ー
ス
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
対
象
看
護
師
全
員
が
Ｉ
Ｖ

ナ
ー
ス
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
看
護
実
践
力
ブ
ロ
ッ
サ
ム

開
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
平
成
25
年
度
ま
で

の
５
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
九
州
大
学
病
院

看
護
部
で
は
、
看
護
実
践
力
向
上
の
た
め

に
、
そ
の
後
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
続
い
て

い
き
ま
す
。

プ同

トレーニング風景比較（腕モデル）
3～4人が1グループとなり、互いに手技と手順を
口頭で確認し合いながら行う。観察者はチェック
リストを用いて実施者を評価していく。

トレーニング風景比較
（バーチャルI.V.）
実施者は個人でディスプ
レイに向き合い、腕モデル
で練習した手順を振り返
りながら、ディスプレイ上
の症例患者の腕の静脈を
探る。

P R O F I L E
吉川 由香里 
看護実践力ブロッサム開花プロジェクトの専属インス
トラクター。2010 年 8～9 月期の ナース育成プロ
グラムにおいては、212名の受講者中、実技演習に参加
した 57名に対して、インストラクターとして研修をサ
ポート。導入した3体のバーチャル を駆使し、親切・
丁寧な指導で九州大学病院看護部の静脈注射スキルを
飛躍的に向上させている。

患者の年齢、背景、病態等を考慮に
入れつつ、穿刺する部位と使用物品を選定

患者確認、処置の説明、スタンダード
プリコーション、使用物品の選択、
駆血帯の使用、穿刺部位の消毒など
全てディスプレイ上で行いますが･･･

怒張させた静脈の触知や留置針の
穿刺は、ハプティクスディバイス
（穿刺用モデル）を用いて、実際の
静脈路確保さながらに行います

ハプティクスディバイスを用いることで、
皮膚の固定や伸展がリアルに再現され、
針の微妙な刺入角度までディスプレイ上の画像と同期します

結果報告画面で穿刺手技の評価や
エラーの有無を確認して終了です

静脈路確保までの一連の手技が
完了した後は･･･

表1 九州大学病院看護部「安全に実施する静脈注射教育
 プログラム～静脈注射認定看護師（IVナース）育成」の構成

表２　実技評価表・点滴静脈注射（必須項目の抜粋）
　　　《静脈留置針》

講　　義
終日

･医師による静脈路確保に関する解剖
生理の講義
･薬剤師による薬剤や薬理作用に関す
る講義
･看護師による医療安全と医療行為に
関係する法律、看護

実技演習
半日

･翼状針の穿刺と留置方法
･静脈留置針の穿刺と留置方法

認定試験
筆記試験／実技試験

IV ナース認定

e- ラーニングによる
自己学習

各自自由な時間を使って
模擬試験を受けることができます。

（評価表は＜終了時＞および＜後片付け＞に関する評価内容を含めて全53項目よりなる）
※注：項目27は穿刺中いつでも可とする（項目の順番を問わない。）
 ※評価基準　　できる：○　　指導を受ければできる：△　　できない：×

準　
備

実　
施

 電子カルテにて、注射オーダーの確認、指示受けを行う事ができる。

 注射指示と施行月日、患者名、薬剤のラベル、用量・用法を照合し、
指差し呼称確認することができる。

  ダブルチェックを行い、電子カルテに照合・混合の入力ができる。

  患者に名前をフルネームで名のってもらい、リストバンドで指差し呼称確認することができる。

  患者に点滴注射の目的と必要性が理解できているか、確認することができる。

  注射指示と薬剤を指差し呼称確認することができる。

  電子カルテで、注射指示、ボトル、リストバンドのバーコードを読ませ、3点確認をすることができる。

  輸液セットのルート内に空気が入っていないか確認し、空気を抜くことができる。

  注）穿刺中に電撃痛、放散痛の有無を患者に確認することができる。

  クレンメをゆるめ、痛みや漏れが無く薬液が滴下することを確認することができる。

  クレンメを調節して薬剤の適下速度を指示どおりにあわせることができる。

  輸液ボトル、薬剤、患者名と注射指示を指差し呼称確認することができる。

バーチャル
効率的な自己学習 トレーニングシステム

・実践的なシミュレーションによる能力の向上
・症例に応じた様々な血管の状態をシミュレーション
・詳細な結果レポートからの的確なフィードバック


